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研究成果の概要（和文）：日本では初職への入職経路が標準的移行以外の入職者は長期にわたっ

て不利である。また、国際比較を通じてみると、非正規雇用率や収入および職業上の達成意欲

のジェンダー差が 4カ国中もっとも大きい。若者の初期キャリア形成パターンは、各国の労働

市場の態様および制度に対応して多様である。若者のキャリア支援のためには、今後、学校か

ら仕事への多様性分析と併せて、当該社会の主要な価値観などの文化的要因を視野に入れた分

析が必要である。 

 
研究成果の概要（英文）：In Japan, there is a disadvantage over the long-term hiring of 
the standard transition other than hiring route to the first job. If you look through 
the international comparison, gender differences in achievement motivation, occupational 
income and non-regular employment rate is the highest in the four countries. Initial 
career patterns of young people, are diverse in response to institutional aspects and 
the labor market in each country. For the career support of young people, together with 
the diversity analysis of school-to-work, analysis with a view to cultural factors such 
as the major values of the society is required. 
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１．研究開始当初の背景 

 
人口高齢化、未婚率の上昇、第一子出産年

齢の上昇、少子化、経済危機と労働市場の変
容にともなう若年失業率の増大、さらには職
業取得の道筋の多様化といった現象は、日本
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だけに限らない世界的な趨勢でもある。国連
は 2010 年を「国際若者（youth）年」と定め、
若者への国際的な着目と積極的な関与を表
明した。このことは，若者の問題は、国際的
なテーマであることを認識し、各国が有効な
国内対策をとることを要請したものである。
EU コミッションは近年、若者の生活に関する
大掛かりな調査を実施し 2009 年にその報告
書を出しているが、そこでのおもな指摘は、
次の通りである。①高齢化する社会で若者の
比率が相対的に縮小している、②親からの巣
立ち、結婚、子どもをもつことは急がれてい
ない、③将来に備えて、義務教育終了後も教
育期間が長期化している、④学校から職業へ
という労働市場への道筋（path）が多様化し
ている、⑤若者はインターネットなどの新し
い方法で世界と相互作用し始めている。これ
らの指摘は，EU 圏のみならず北米やアジア，
そしてむろん日本にもあてはまる。 
子どもから大人になるライフコースの道

筋には、多くの重要な節目がある。たとえば、
進学や就職のために親の家を出る（離家）、
結婚もしくはパートナー関係の形成、親にな
る、などである。報告書では，この道が一方
向（one-way）ではなく、安定した仕事や十
分な収入を確保することの困難や、カップル
や婚姻の解消によって、一度親の家を離れた
若者が再び舞い戻ってくることはしばしば
あることも指摘されている。学校から仕事へ
の移行のパターンが多様化しているという
指摘もまた注目される。今日、学校から仕事
へという道筋もまた、離家と同様 one-way で
はなくなっていると説明している。 

さて、日本でも 1990 年代初めのバブル崩
壊以降、経済危機をきっかけに、若者をめぐ
る現象がさまざまな点で注目されるように
なっている。若者に関しては、未婚化やフリ
ーターの増加、親への長期依存など、80年代
半ば頃から今日につながる現象が指摘され
ていたが、当初はいずれも、「豊かな社会」
に生まれ育った若者の親や社会に対する「甘
え」、それを許容する親の側の過保護という
見方が主流であったように思われる。しかし、
そうした 80 年代の「バブリーな時代」を経
て、90 年代半ばからの経済の急激な冷え込み
とともに、90年代の終わりごろから、別の視
点であらためて若者に焦点が当てられるよ
うになった。つまり、未婚化やフリーター問
題、親との長期同居という現象が、経済動向
や労働市場と関連して説明されるようにな
った。また、長期にわたる若者の親との同居
をめぐっては、それまでは日本の若者の自立
志向の弱さ、もしくは家族制度に由来する居
住慣行と結びつけて論じられていたが、景気
の悪化と労働市場の変容のなかで、これもま
た経済的要因と関連させて説明されること
が多くなった。それはまた，「独立した大人」

に至る若者の初期段階の職業キャリア形成
の長期化、多様化、困難を表すものとしてと
らえられると同時に、グローバル化のなかで
の「家族」のもつ階層再生産機能，もしくは
階層固定化機能の古くて新しい側面として
も注目される。 
上述の若者を取り巻く環境の変化は、グロ

ーバル化と呼ばれる 1980 年代以降に顕著に
なった世界的な社会変動と連動している。グ
ローバル化と市場の流動化という新たな事
態の中で、若者がどのように初期キャリアを
形成しているのか、そこにはどのような困難
があるのかという問題意識が、本研究の背景
である。 
 
２．研究の目的 
 
若者の初期キャリア形成の時期は、学校か

ら仕事へ、そして経済基盤を得て自らの家族
を形成するという、「大人」として社会に位
置づけられる過程（成人移行期）と重なる。
一般的にそれは、長期化、多様化している。
今日、学校から仕事への道筋は、完全に学校
から離れると同時に「正規の」職業上のポジ
ションを取得する従来の理念型どおりの「直
進的」なものから、学校と仕事の領域を行っ
たり来たりするもの、学校と仕事、あるいは
複数の仕事の領域で、同時に複数のポジショ
ンをコマ切れ的にもつものまで、いくつもの
道筋がある。さらにそれに対応して、親から
の独立や離家の時期、パートナー関係の形成
もしくは新しい家族形成の時期や形態も多
様化している。 
今日、どのように自らのキャリアを形成す

るかについての標準化されたライフコース
のモデルはないとはいえ、将来におけるリス
クを考慮すれば、30 代までに職業上の「安定
的な」ポジションを得ることは、若者にとっ
ては１つの目安であり、また目標であろう。
パートナー関係の形成や結婚、さらには子ど
もをもつといった家族キャリアは、そうした
職業キャリアにおける目標の達成と連動し
ている。非正規雇用から出発することが往々
にして問題になるのは、日本の労働市場が柔
軟ではないため、正規雇用への中途参入が難
しく、安定した将来の職業生活への青写真が
描きにくいからである。こうした経済的不安
定は、家族キャリアの形成にも影響を与える。
日本でも，2000 年以降「非典型」雇用から出
発する若者が増えてきているが，非正規から
正規への移行が困難な労働市場のあり方と
あいまって，「非典型」雇用からのスタート
組はなかなか安定的な職業キャリアにたど
り着けず、そのことが結婚やパートナー関係
の形成を難しくしていると指摘されている。 
本研究の目的は、①不透明で不安定な時代

における若者の初期キャリア形成の現状と



課題を、国際比較を通じて浮き彫りにし、②
各国のキャリア形成のジェンダー格差を明
確にしたうえで、③わが国における必要な支
援の方法を提示することである。 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、国際比較研究の手法がとられ
た。国際比較研究の目的は主として２つある。
第一に、ある「現象」が各国ではどのように
表れているか、その現象の相対的な位置を当
該国以外との比較から知ることであり、また
第二に、その「現象」は各国によってどのよ
うに受け止められているか、当該社会におけ
る固有の位置づけを同様に知ることである。
そうした比較的な手法は、たとえば先進社会
における若者のキャリア形成という「現象」
のもつ意味を相対的に理解し、その「現象」
が当該社会の社会構造や社会制度とどのよ
うな関連性を有するかの考察にとって不可
欠である。完全にはコントロールできない変
数間の比較の限界はあるものの、当該社会の
固有の「現象」を、比較を踏まえたグローバ
ルな文脈において考察することは、その現象
の多角的な理解のための有効な研究方法で
あると考える。 

また、国際比較にあたってのもう１つのね
らいは、各国のキャリア形成に関するジェン
ダー差の分析にある。そのため、すべてのデ
ータはジェンダー比較ができるように設計
した。グローバル化の進展とともに，相対的
に若者のキャリア形成が困難になっている
現実を確認するとともに、それがジェンダー
においてどのように現れるか、ジェンダー格
差解消の課題は政策面でどのように対応し
うるか、という問題意識も本研究に通底する
ものである。 

実査としては、大都市在住の 25～30 歳男
女を対象に、共通の質問項目を用いた構造化
調査を、各国のカウンターパートと連携して
実施した。各国とも男女 500 ずつ、合わせて
1,000 票の標本確保を目指した。調査期間は
2007～2010 年である。調査方法は各国の事情
により異なる。日本では、住民基本台帳から
の層化二段抽出法による郵送調査、韓国とカ
ナダではモニターによるインターネット調
査、イタリアではコンピューター電話調査を
実施した。なお、韓国では実際の調査対象年
齢として 25～34 歳，カナダでは 18～34 歳が
設定されたため、この両国においては，25～
30歳の4カ国比較当該年齢の標本数が相対的
にやや小さくなっている。 
 
４．研究成果 
 

国際比較研究の結果、主として次のような
知見が示された。 

（1） 日本では、初職（学校を卒業して初
めて就く職）への入職経路と学校から職業へ
の移行期間に着目し，標準的移行以外の入職
者は長期にわたって不利である。また正規雇
用と非正規雇用の格差とともにジェンダー
格差も依然大きい。 
（2） 初期キャリア形成のジェンダー差
の４ヵ国比較の結果，非正規雇用率や収入お
よび職業上の達成意欲のジェンダー差は、日
本がもっとも大きい。 
（3） 韓国では 80 年代半ば以降，急激な
高学歴化が進んだが，他方で 97 年の経済危
機以降失業率が高まり，男女ともに非正規雇
用化も進んだ。また 18 歳男子の兵役義務が
キャリア形成に固有の影響を与えている。韓
国政府は 97 年の経済危機を受け，2000 年代
に若者の雇用対策に乗り出したがいまだ効
果が見えない。 
（4） 日本と韓国の２ヵ国比較の結果、日
韓とも女性の就業率が低く、かつ M字型カー
ブを描いており、女性が非正規雇用になる傾
向があり、日韓ともにジェンダー格差がみら
れる。また日本では学歴が男女ともに正規雇
用と結びつくが、韓国では統計的に有意では
ない（韓国の過激な受験競争への疑問）。 
（5） イタリアでは、「プレカリアート（＝
イタリア語で「不安定」を意味するプレカリ
オ＋貧困層プロレタリアートの造語）」と呼
ばれるイタリアの若者が社会問題として捉
えられている。 
（6） イタリアでは若者が親と同居する
割合が高く，その長期化が顕著である。ただ
し、若者のキャリア形成の困難は，不況と市
場の不安定化という経済的要因だけでなく，
若者の「現在志向性」やプラグマティズムと
いった，イタリアの伝統的な文化的要因にも
由来している。 
（7） イタリアでは，学校終了と職業キャ
リアのスタートが不連続でかつ一様ではな
い。そうした社会背景における学校から職業
への移行を含めたライフコース分析のため
には，教育システムと労働市場の関係の分析
だけでなく，若者が自らの将来像を描けない
現状を知ることが必要であり、階層問題や当
該社会の主要な価値観などを組み込んだ文
化的アプローチが重要である。 
（8） イタリアのジェンダー問題をみる
と、一般的に女性の就労率は低く、かつ失業
率は高い。ミラノにおいてさえ（イタリアで
は南北の地域差が大きく、北部のミラノは最
も進歩的な土地柄の１つである）、伝統的な
性別役割観は根強く残っており，女性はいま
だ雇用において不利な条件下に置かれ、その
結果、女性たちの職業キャリア満足度は低い。 
（9） 民族的・人種的な多様化の進むカナ
ダの労働市場は柔軟で、一般的に、若者は何
回か転職したのちに自分のキャリアだと思



う仕事に行きつく。ジェンダー差も小さい。 
 

4 カ国比較を通じて、キャリア形成パター
ンは各国の労働市場の態様に応じて多様で
あることが示された。日本では、非柔軟な労
働市場やジェンダー格差の解消に向けた総
合支援対策が必要である。 
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